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令和８年度の三河っ子 
 

 

                 （令和８年５月１日現在） 

 学習室 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

学級数 ２ １ １ １ １ １ １ ８ 

人数 ９ ２３ 2８    ２５(１) ２０(３) ２４(２) ２８(３) １４８ 

  

 

 

 

 

 

 
主体的に学び、協力して 
学ぶことができる児童 

 
 
 
 
 
 
 
 
○朝の活動（基盤学習） 
 国語･算数（三河検定・表現） 
 読書タイム 
 
○主体性を育む授業 
 自分でめあてを決める 

学びを楽しみ粘り強く取り組む 
 「できた、分かった、がんばった」

学びを振り返り、次につなぐ 
  

○少人数授業、専科指導 
 算数科を中心に複数指導 
 音楽科･理科･家庭科等の専科指導 
 
○家庭学習の習慣化 
 自主的な学習（自学ノート） 
 自分に必要な学びを見つける 
 

  
 
様々なことにチャレンジ 
できる児童 

 
 
 
 
 
 
 
 
○目標に向かって 
 初めてのことや苦手なことに挑戦 
 失敗してもあきらめない 
 子ども主体の児童会活動 
 
○挑戦する場の設定 
 三河検定 
個人のめあての更新制 
スポコン広場への挑戦 
 

○あいさつ運動 
 自分から進んで誰にでも 
 立ち止まって･笑顔で 
 
○心を磨く掃除の時間 
 そうじスイッチ 
 時間いっぱい・すみずみまで 

 
 
充実した楽しい学校生活 
を送る児童 

 
 
 
 
 
 
 
 
○元気が出る生活リズム 
 早寝・早起・朝ご飯 
 次の日を考えた過ごし方 
   
○多くの体験 
 出かける･自然とふれ合う 
 本物と出会わせる 
 
○地域とふれ合う体験 
 花いっぱい運動 
米作り 

 伝統工芸体験 
坂本繁二郎さんを知る 
 

○縦割り(なかよし)班活動 
 お互いのよさを認め合う 
 いたわる仲間、異学年交流 
 

     

     

 

「三河」の由来 
三河堰(南中正門前)から採ったもので
す。ここで花宗川が三つの川(三河)に
分かれ、校区を潤しています。 

  

 

《学校教育目標》 郷土を愛し 確かな学力を身につけ 未来を切り拓こうとする子どもの育成 

《重点目標》 

いろいろな事に挑戦し続ける子どもの育成 

学ぶ楽しさを味わえる学校 笑顔や挨拶があふれ、 

チャレンジできる学校 

様々な体験ができ、 

楽しい学校 

《 家庭の力・支援 》    ふるさと三河    《地域の支え・見守り》 


